
これからみなさんと一緒に、ベジたべプラスを広めるためのいろいろな方
法についてお話したいと思います。
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ベジたべプラス今日のラインナップです。
１．ポスター
２．広報「つながり」
３．イベント
４．新商品開発
のアプローチ方法についてお話します。
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覚えていますか？ベジたべしてほしいターゲットは、２０～５０代ぐらいの若い人や子ど
もたちでした。
この人たちは子育てや仕事に忙しく、なかなか関心もない世代と思われましたよね。
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ということで、２月の推進委員会でベジたべを広めるために推進委員のみなさまにアイ
デアを考えていただきました。
せっかくいただいたアイデアを広めないと意味がありません。
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そこで、このポスターを作りました。駅や公共施設、幼稚園、保育園などに貼らせて頂
いています。
見かけた方はいらっしゃいますか？通った時にでもぜひ探してみて下さい。
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６月１日号のつながりはご覧になりましたか？６月は食育月間ということで、ポスターと
同じメッセージを掲載しました。

まわりの反響はいかがでしたか？松井さん、山本さんからは声をかけられた、というお
声をいただきました。
他の方はどうでしたか？
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ターゲットとしたい若い人は保健センターの健康教育などに来てくれることはまれです。
ではこちらから若い人がたくさんいる場所に出向かなければお会いすることができませ
ん。

そこで、お買いものに来ている家族に関心を持ってもらうことを目的にスーパーでイベ
ントを実施しました。昨年まではアピタで実施していました。
見たことある方はいらっしゃいますか？
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でも、先ほどのイベントは保健センターと市で食育を担当している部署だけのイベント
でした。野菜をたべてほしい「ベジたべプラス」を推進するためには、農業や商業関係
者と一緒に実施したい。コラボしたいという思いが強くなりました。

そこで、考えたのが、奈良県との協定で地産地消を一緒に取り組んでくれいている大
和郡山フェアは学校給食野菜の販売をすでに実施していました。ここなら一緒にできそ
うと考えたのです。
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すこやか２１計画の目標として「野菜を食べない人を減らす」こと、「地元農産物を選ぶ
人を増やすこと」がありました。また、農家さんの思いとして、例えば市の特産品である
「大和丸なす」は東京や京都、大坂などの料亭に出荷されていて、地元の野菜なのに
地元の人に食べてもらっていない、地元の人に食べてほしいという思いを持っておられ
ました。この気持ちと市の課題がリンクしたのです。
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そこで、今年度は、大和郡山フェアでイベントを実施しました。食育担当課には、今まで
どおり啓発の媒体を作ってもらいました。

毎年６月１９日の食育の日に学校給食や保育園給食で出している「大和郡山カレー」を
農家さんと保健センターに管理栄養士の実習できている奈良女子大学生で試食を提
供しました。また、大和丸なすの田楽などのさまざまな大和丸なす料理も試食提供しま
した。
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そして、今回は、このイベントのために奈良女子大学生による食育アイドル「ビタミン
ガールズ」を結成し、大和郡山市特産品のなすびやトマトのことを説明しながら野菜に
まつわる替え歌やダンスを披露しました。子どもたちもノリノリで踊ってくれたり、ステー
ジはイスを追加しないといけないほど満員で大盛況でした。
実際の様子を少しご覧ください。（動画・１分）
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食と農のトークショーでは、前のぱーぷる編集長で現在「奈良食べる通信」という雑誌
の編集長をしておられる福吉編集長をＭＣに、野菜ソムリエの資格をお持ちの農家さ
んから大和丸なすの料理方法や特徴、見分け方などを伝授してもらったり、イタリア料
理のシェフからは家庭でできるプロの味の大和丸なすレシピを教えてもらったり、最後
に奈良女子大学生とシェフの共同開発ピザのご紹介と試食をするなど、大和丸なすを
満喫できる内容のアプローチをしました。
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また、このイベント実施にあたり、農業担当課の職員と一緒にイオンにご相談に行った
のですが、

その時に高浜町のように野菜売り場でさまざまな普及啓発を行ってくれていることを知
りました。

そして、カフェに行くと、なんと大和郡山で採れたこだわりのお野菜を使った、まさに「大
和郡山ピザ」を作ってくれているではありませんか！

これは何かうまく連携できればいいな、という話になり、農業担当者がさっそく動いてく
れました。
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保健センターに実習に来ている奈良女子大学生に「大和丸なす」を使ったピザの開発
をしようというお話になったのです。

学生だけではなく、より良いものを作るために、イタリア料理サンプーペーのシェフにも
相談にのってもらい、共同開発となりました。
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このピザについては、毎日、読売、朝日、産経、奈良新聞にとりあげられ、ヤフーニュー
スにも掲載されるなど、販売前から話題になりました。
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そして迎えた大和郡山フェアでの試食販売当日。試食販売は大盛況。連日１００枚用
意したピザは完売となりました。

新聞を見てこれ目当てで来て下さったお客様もいらっしゃいました。つながりの６月１日
号やホームページにレシピも掲載していますのでよろしければご覧になってください。

また、ピザは大和丸なすがなくなる７月半ばまで販売されていますので、よろしければ
こちらもご覧になってください。
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また、この試食ではじめて野菜を食べたお子さんがいらっしゃいました。一緒に来られ
ていたおばあさまは、「孫が野菜を食べる姿をはじめてみました。本当にありがとうござ
いました」と何度もお礼を言って涙ぐまれていました。これこそ、若い世代へ「ベジたべ
プラス」がつながった瞬間だと思いました。
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６月の食育月間、大和郡山フェアでのベジたべプラスの取り組みは以上ですが、

次は８月２０日～９月１０日の野菜週間で、さらなるベジたべプラスの普及啓発をしてい
かなければいけません。

こんなふうに啓発したらいいよね、というみなさんの素敵なアイデアをぜひとも教えてい
ただければと思います。
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